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1. はじめに 
音楽を聴く手段として定額のストリーミング

サービスを利用する人が近年増加している[1]．
サービス上での曲の選択手段の多様化にともな

い，音楽の自動分類や推薦などの研究が活性化

している．音楽を分類するための指標には，ア

ーティスト名や年代といったメタ情報や，テン

ポや音量のような音響特徴量など，多様なもの

が考えられる．これらの指標のうちどれを強く

採用するかによって自動分類の結果は変化する

が，その最適化は非常に複雑な問題である．さ

らに，自動分類がどのように成功もしくは失敗

しているかを観察することも課題となっている 
本研究では，楽曲分類に効果的なメタ情報，

音響特徴量，機械学習手法，可視化手法を包括

的に検討すること，メタ情報と音響特徴量の関

係を可視化によって見出せるかを実証すること

を目的とし，楽曲群を可視化する． 本報告では，

機械学習で音響特徴量を算出し，年代やアーテ

ィストのメタ情報と合わせて可視化した．  
 

2. 先行研究 
Cheuk ら[2]は，トリプレットニューラルネット

ワーク(TNN)を用いた回帰ベースの音楽感情予測

手法を提案した．楽曲群の感情データセットに

主成分分析，オートエンコーダー，TNN を適用

した次元削減により，TNN が感情回帰タスクに

効果的であることを示した．このように，音楽

分類等における適切な特徴量や次元削減手法の

検討や新しいアプローチは多数報告されている

が，それらを包括的に調査する研究は少ない．  
Lionello ら[3]は，34 次元の特徴量を付与した楽

曲群に Parametric t-SNE(t-distributed Stochastic 
Neighbor Embedding)を適用し，可視化した．高次

元データに対して Parametric t-SNE が主成分分析

よりも有用であることを示したが，具体的に用

いた音響特徴量に関しては言及されていない． 
 

 
 

3. 提案手法 
図1に本手法の流れを示す．  

 
図1 提案手法の概要 

 
3.1 メタ情報 
各楽曲に対してタグとして付随させる情報を

メタ情報と呼ぶ．本報告では年代とアーティス

トをメタ情報として可視化した結果を紹介する． 
3.2 特徴量抽出 
音響信号として録音された楽曲データから，ツ

ールや機械学習を用いて数値化された音響特徴

量を算出する．本研究では機械学習ツールであ

る RP_extract[4]を用いて算出した各楽曲の特徴量

を利用する．RP_extract は，リズムパターン(RP)，
リズムヒストグラム(RH)，統計スペクトル記述

子(SSD)の 3 種類の音響特徴量を算出する．本報

告では，各クリティカルバンドのビートやエネ

ルギーの発生を統計的に測定して記述する SSD
を利用した結果を紹介する． 
3.3 次元削減/可視化 

3.2節で算出した音響特徴量に次元削減を適用

して2次元空間に写像し，散布図として楽曲の分

布を表示する．メタ情報を基準として散布図上

の点群を色分けすることで，メタ情報と音響特

徴量の関係を把握できるようにする．本報告で

は，t-SNEで次元削減した結果を紹介する． 
 

4. 実行例と考察 
1986年から2018年までの日本のヒット曲1315

曲からなる楽曲群に提案手法を実行した．

RP_extractで算出した音響特徴量SSDをt-SNEで次

元削減し，散布図として表示した．年代で色分

けした散布図とアーティストで色分けした散布

図を，それぞれ図2,3に示す．アーティストによ
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る色分けでは，楽曲群のうち，18曲以上が存在

する10のアーティストについて色をつけ，残り

をその他としてまとめて可視化した． 
年代で色分けした可視化結果は，年代の古い

楽曲（青）から新しい楽曲（赤）へのグラデー

ションに近い構成をしていることがわかる．ア

ーティストで色分けした可視化結果では，

Mr.Children(黄緑)に特に明確なクラスタが見られ

る．その他，ZARD(茶)，AKB48(青)，EXILE(オ
レンジ)などの一部の楽曲もクラスタを形成して

いることが見受けられる． これによって，1986
年から2018年までの楽曲間と，アーティストご

との楽曲間では，ビートやエネルギーにおいて

特徴の違いがあることがわかった． 
 

 
 1986年〜1991年  2002年〜2007年 
 1992年〜1996年  2008年〜2012年 
 1997年〜2001年  2013年〜2018年 

図2 年代で色分けした結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 AKB48  工藤静香 
 Mr.Children  ゆず 
 安室奈美恵  BUMP OF 

CHICKEN  SMAP 
 浜崎あゆみ  ZARD 
 EXILE  その他 

図3 アーティストで色分けした結果 
 

さらに，具体的にどのような違いがあるかを確

認するため，Librosa[5]を用いて音響特徴量を算

出し，個別に可視化した．その結果，年代では

rms energy(音量の二乗平均平方根値)に，アーテ

ィストでは spectral flatness(周波数別の音量の均一

さ)に特徴があることを発見した．各楽曲の rms 

energy の平均値は，概ね年代が上がるほど大きく

なった．音量の最大値は過去の楽曲も最近の楽

曲もほぼ同一であるため，過去の楽曲ほど音量

の変化に富み，最近の楽曲ほど音量が均一化さ

れていることを示す．この原因として，使用さ

れる楽器や機器の変化，屋外で聴くことを意識

したマスタリング工程などが考えられる．各楽

曲の spectral flatness の分散値は，Mr.Children や浜

崎あゆみなど一部のアーティストの値が低くな

っていた．これらのアーティストの楽曲は周波

数別の音量の均一さが曲を通して低かった．そ

のため，楽器編成や録音手法に一定の特徴があ

ることが示唆される． 
 

5. まとめと今後の課題 
本研究では，メタ情報を付与した楽曲群につ

いて，機械学習を用いて特徴量を算出し，メタ

情報と音響特徴量の分布を可視化してその結果

の観察した．そして，1980年代から2010年代の

各時代の楽曲と，特定のアーティストの楽曲に

は，ビートやエネルギーに特徴があることを発

見した．さらに，これらの特徴の中でも特に，

年代間ではrms energyに，アーティスト間では

spectral flatnessに特徴的な差があることを示した． 
今後の課題として，実験に扱うメタ情報，音

響特徴量や可視化手法のさらなる検討があげら

れる．本研究に特化した機械学習モデルを構築

して新たな特徴を発見することも視野に入れる． 
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